
５年目 

様式D 妊娠可能な女性を対象とする難分解性有機汚染物質の体内負荷低減の介入研究」 

調査協力者 
の募集 

血液分析 
と群分け 

介入の実施 
結果解析と 

総括 

疫学試料分析 

情報収集 

指導方法 
の確立 

介入方法の確立 

介入調査 

介入群 総 括 最終総括 

初年度 ３年目 

対照群 総 括 最終総括 

n=66 

n=67 

POPsモニタリング 
基礎疾患等の確認 

POPsモニタリング 
安全性等の確認 

POPsモニタリング 
安全性等の確認 

到達点と今後の予定 

必要なら介入を継続 
面談指導（2回／年、POPs低減の指導など） 
ニュースレター（介入群用）、勉強会 
食事調査（4回／年） 
魚摂取頻度調査（4回／年） 
研究協力費の支給 

面談（2回／年） 
ニュースレター（対照群用） 
食事調査（2回／年） 
魚摂取頻度調査（4回／年） 
研究協力費の支給 

1. 介入（主要な汚染源となる魚の摂取抑制）の前後で末梢血POPs濃度を比較する。目標として、対照群に比較して30％程度の低減を目指す。 

2. 血中ω3系不飽和脂肪酸や血清生化学検査を行い、栄養学側面およびと安全性に配慮する。 

介入研究の全体像 

仲井邦彦 （東北大学医学系研究科） 

• ３年度も引き続き介入のための情報提供を継続するとともに、提供する情報
の内容や提供の方法の改良に取り組む。 

• 研究協力者の脱落を回避するため、引き続き勉強会や面談などを活用する。 

• 最終年度秋に採血し血中PCB濃度の解析を行う。 

•ベースライン調査
から、魚摂取頻度
が増えるに従い、
赤血球膜w3不飽和
脂肪酸濃度が増加
したが、同時に血
漿中PCBおよび毛髪
総水銀も増加した。
不飽和脂肪酸、PCB
およびメチル水銀
のいずれもが魚の
摂取を介すること
が改めて示された。 

成果１ 

・ベースライン調査に参加した132名（介入群66名、対照群67名）について、脱落
はなく順調に調査を継続している。 

・２年目の介入調査も順調に推移し、面談、勉強会、料理教室などを開催し、介入
群に魚介類の汚染度情報を様々な形で提供した。また、アブラナ科野菜がPOPs等
のデトックスに有効である可能性を紹介した。 

・介入群で貧血の悪化の懸念があるため、若年女性の鉄代謝に影響しうる要因とし
て、血中葉酸濃度、月経出血の程度などについて追加して調査した（解析中）。 

成果２ 

これまでの到達点 

•介入群では魚摂取量が抑制されるため、赤血球膜n-3不飽和脂肪酸の摂取量も減少
することが予測される。介入によるn-3不飽和脂肪酸濃度の変動を把握する。 


